
 

 

 

 

 

 

 

 昨年５月に火災により倒壊した第３常圧蒸留装置の再稼働にあたり、８月１２日（木）に安全祈願式を

執り行いました。 

 本式は新型コロナウイルスの感染状況を鑑み、参拝者を限定した上で現場装置エリアにて行いました。 

現在、第３常圧蒸留装置は再発防止策を確実に実行した上で稼働しておりますが、地域の皆様方に 

ご迷惑をお掛けする事のないよう所員一同、強い決意をもって操業に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７月３０日（金）大分市府内町にある体験型子ども科学館 O-Laboにおいて、わくわく環境教室を 

開催しました。県内の小中学生１６名を対象に『石油と未来のエネルギー』について講座を行い、 

水素や二酸化炭素、シャボン玉を用いた体験型実験も行いました。 

参加した児童からは、「地球温暖化の影響を知ることができた」「実験が楽しかった」などのコメント

がありました。今後もこのような講座を通し少しでも環境について興味を持って頂けたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 44 号 

地域のみなさまへ 

 

おおいた 

わくわく環境教室を開催 

 第３常圧蒸留装置 稼働再開 
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  パラリンピック応援施策の一環として、全国の事業所近隣の特別支援学校等に所属されている 

聖火ランナーを応援するプロジェクトを展開しました。 

当所は、近隣の大分支援学校卒業生である東 英人さんを応援するため、所員の応援メッセージを 

記した応援旗を作成し、静岡県内を走るご本人に応援旗をお渡ししました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                               

 

 8月 31日（火）安全衛生協力会と当所の共催で、海上出荷設備で実務をされる方を対象に、 

家島西児童プールにて水難訓練を実施いたしました 

本訓練は、「いざ」という時に、頭では分かっていても経験をしていなければ体が動かないため、 

その経験をすることを目的に毎年開催しております。 

当日は、十分な新型コロナウイルス対策を講じたうえで、海上保安部から講師をお招きし、 

浮環の投函、着衣泳、救命胴衣の作動体感等の訓練を行いました。 

今後も緊急時に対応できるよう、様々な訓練を実施し所員のスキルアップを図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

〒870-0112 大分市大字一の洲１番地１ 

担当部署  総務グループ（097-523-2201） 環境安全グループ（097-523-2241） 
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